第１回　総合科学実験センターメールマガジン
山口大学総合科学実験センター長挨拶  木曾康郎（農学部併任）
　総合科学実験センター（以下、「総科センター」）は学内の８附属研究支援施設を統合して平成１５年度から発足しました。各施設はその発足、概要、運営、場所等が大きく異なり（各施設のHP参照）、統合の準備は必ずしも十分ではありませんでしたし、平成１６年度には独立法人として大学の運営自体が大きく変わっていくなかで、学内での総科センターの位置づけ、運営、活動等を考えてきました。

　総科センターの目的は明確で、山口大学の研究教育をより活性化、より高度化させるために、より良質の研究教育支援を提供することです。さらには、学内のみならず、学外への研究教育支援にも積極的に応じ、社会への貢献にも責任を果たしたいと思っています。そのために、科学・技術の発展に柔軟に対応できる効率的な支援・運営体制を構築し、信頼される技術、設備、サービスをすべての利用者に等しく供給するだけでなく、重点分野への積極的な支援を行います。

　総科センターの広報活動不足で、研究教育支援の提供内容が周知徹底されていませんでしたが、今後はあらゆる広報活動を通じて、皆様に良質の研究教育支援を提供したいと思います。

· 分野長挨拶
生命科学分野長　　　　　　　　　　　　山口和人（総合科学実験センター）

生命科学分野は吉田地区にアイソトープ分析施設と実験動物施設、小串地区にアイソトープ実験施設と生命科学実験施設の4施設があり、いずれも山口大学の教育・研究に重要な役割を担っております。しかし、法律等の絡み等で利用者の皆様にご不便をおかけすることがあると思いますが、ご理解の上ご支援のほどお願い申し上げます。

分析実験分野長　　　　　　　　　　　　阿部憲孝（理学部併任）

本年度から、分析実験分野長に就任しました。宜しくお願いいたします。法人化して1年が過ぎ、予算面で教育・研究も厳しい局面を迎えていますが、教育・研究進展の支えのため、開かれた施設として、効率的にかつ有効な運営をしたいと考えています。

　　　　　　　　　　　　

資源開発分野長　　　　　　　　　　　　水上洋一（総合科学実験センター）

資源開発分野がスタートして２年が過ぎました。ノックダウンマウスの作製やプロテオーム解析など多くのことに挑戦していますが、まだ資源を生み出すところまでは至っておりません。今年は正念場と考え（毎年言っていますが）、実りある年にします。
排水処理センター長　　　　　　　　　右田たい子（農学部併任）
このたび思いがけず、排水処理センター長の任に当たることとなりました。1990年代に旧組織で「センター運営委員」を10年ほど勤めましたが、当時はハード面の整備の時代で、現在“お荷物”化されかかっている無機廃液処理施設の建設について、大いに議論した覚えがあります。センターのそもそもの設立の精神は、「大学から有害廃液を出さない」であったと理解していますが、大学を取り巻く環境は変化しても、この精神は守るべきものと考えています。大学内のすべての組織の皆さんの支援を得て、「キャンパスの水環境保全」を行なう部署として、有効に機能するように努めたいと思っています。
· 施設長あいさつ

生命科学実験施設　　　　　　　　　　　山口和人（総合科学実験センター）

生命科学実験施設は、動物を使用した研究を行う施設として1993年に医学部附属の動物実験施設として開設しました。設置の関係から現在の利用者のほとんどが医学部の研究者ですが、山口大学のすべての研究者にご利用いただけるようになっておりますのでどうぞご利用いただきたいと思います。動物使用実験については、今国会で「動物愛護法」が改正され、「３Rの精神」が盛り込まれました。この法律改正に基づいて学術会議が勧告した「動物実験の統一ガイドライン」の作成、「実験動物の飼養基準」の改正がここ1年を目途に行われる予定であり、さらに施設の「第3者評価」も視野に入ってまいりました。動物使用実験に対しては、実験計画書の情報公開等に代表されるようにこの件に対する世間の風当たりはますます厳しくなっております。このような現状を鑑みて、施設としては世間の批判に耐えうる様により一層の質の向上を目指して精進してまいりたいと思っておりますので、よろしくご支援をお願い申し上げます。

機器分析実験施設　　　　　　　　　　　藤井寛之（総合科学実験センター）

機器分析実験施設の施設長をしております藤井と申します。平成16年5月1日より着任致しました。施設専任職員は施設長の藤井と技術職員の森福で、平成17年度から前任の佐々木義明教授の後任として、理学部より阿部憲孝教授を分野長（併任）として迎えております。当施設は利用登録者数が常時500人を超え、多くの利用者に支えられてきました。今年度も昨年度に引き続き、当施設利用者に機器利用に関し教育研究面でのより一層のサポートをしていきます。これまでの利用者はもちろん、新たな利用者にとっても有用な施設であるよう努力して参ります。

遺伝子実験施設　　　　　　　　　　　　水上洋一（総合科学実験センター）

昨年は遺伝子細胞バンク事業に続いてオリゴDNA合成サービスをスタートさせました。おかげさまで非常に好評で多くの方にご利用していただいております。利用者数の推移も昨年の踊り場（？）を過ぎ再び増加に転じました。現在の人員でこれ以上のサービスを行うは難しい状況になってきました。そこで、今年は現在のサービスをブラッシュアップしたいと考えています。現在検討しているサービスは、シークエンスが読めない場合すべて無償でやり直すサービスやシークエンスの長さは1000baseまで延長するサービスなどです。予算や人員の関係もありますので、実行できるかどうかわかりませんが、期間限定でもスタートさせようと思っています。ぜひご期待ください。

職員の復職

技術補助員　北山淳子（平成17年4月1日から）

生体分析実験施設、アイソトープ実験施設　　　　　有働公一（医学部併任）

7月1日より生体分析実験施設、アイソトープ実験施設を担当することになりました。両施設ともこれまでと同様の利用をお願いします。また、新たに施設の利用を予定されている方には、できる限りの支援をさせて頂きますので、地区を問わず遠慮なく申し出てください。

アイソトープ分析施設　　　　　　真野純一(総合科学実験センター)

アイソトープ分析施設は吉田地区で非密封ＲＩを利用した実験を行うための施設です。
大気汚染ガス測定用のＥＣＤつきガスクロも備えています。積極的なご利用をお待ちしています。
＜昨年度の状況＞業務 放射線取扱者のための教育訓練（新規登録者，継続登録者に対して各１回）表面汚染および空間線量測定（月１回）作業環境測定（月１回）ＲＩの受入と管理 遺伝子実験施設に注文したコンピテントセルの引き渡し

＜今年度の予定＞予定支援内容 放射線取扱者のための教育訓練（新規登録者，継続登録者に対して）ＲＩの受入と管理 遺伝子実験施設に注文したコンピテントセルの引き渡し
実験動物施設　　　　　　　　　　　　村田智昭（総合科学実験センター）　

実験動物施設長の村田智昭です。昨年7月より併任で担当することとなりました。本施設は本センターに途中参加という形になりましたので、いろいろ大変ですが、よろしくお願いします。昨年度は、農学部獣医学科を中心に利用があり、実験動物の飼育・維持を利用者の人力で行いました。また、営繕工事で北棟の空調系機械の改修を行いました。今年度も昨年度と同様の維持・管理、南棟の空調系機械の改修を予定しています。

排水処理センター　　　　　　   　　右田たい子（農学部併任）
昨年度の状況  廃液の回収量　　無機系廃液4,687　L, 有機系廃液回収量　12, 579　 L, 写真廃液回収量2,353　kg,今年度は、既に実験廃液の出し方の講習会：吉田（５月１１日）、常盤（４月２４ 日）、小串地区（６月２１日）, 吉田地区廃棄物貯蔵施設利用説明会 （６月１５日） を行い、多数の人に参加頂きました。
新任職員　排水処理センター長　　　右田　たい子（平成17年4月1日から）

退任職員　排水処理センター長　　　田頭　昭二（平成17年3月31日まで）

· 施設紹介　第１回　機器分析実験施設

機器分析実験施設は、施設長の藤井と技術職員の森福が専任職員として勤務しております。また分野長（併任）として理学部の阿部先生、および主に理学部・農学部の教育職員の方が機器使用の際の協力・相談員として施設運営に携わっています。当施設はその名の通り、大型の理化学機器を共同利用するための施設であり、全学のユーザーに対し各種測定を通して教育及び研究の支援をするほか、機器利用講習会や分析技術の研究・開発も行っています。今年度は外国人研究者も受け入れ予定です。また、機器・分析センター会議（全国および九州・山口地区）にも出席し、意見交換を行っています。ちなみに今年度の九州・山口地区機器・分析センター会議は山口大学で開催される予定です。

現在、独立法人化に伴い、中期目標・中期計画に従い、機器の利用促進のため学外者に対しても大学施設の利用の門戸を広げる予定です。その一環として、機器調査を実施しています。新たな機器一覧の活用により、多くのユーザーに当施設を利用して頂けたらと思います。

その他、当施設の詳細につきましてはホームページをご覧下さい。

http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/%7Ekikibun/home1.html
（山口大学のホームページ、付属施設・センターからもリンクしています。）

· ちょっとアドバイス第１回　　　　排水処理センター：　藤原

　みなさんが出される廃液の費用は、大学全体で負担しております。これは、大学から有害物質を出さないようにするという主旨で運営されています。各位の常識の範囲でご活用ください。

廃液を出される場合は、専用のポリタンクを用意しております（無機系廃液、写真廃液）。これらのポリタンクは無料です。しかし、有機系廃液を入れるポリタンクは用意しておりません。各自で用意することになります。詳しくは排水処理センターまでお尋ねください。

· 2004年度センターで行ったセミナー講習会等

1. ミトコンドリアゲノムの維持：ミトコンドリア転写因子Ａと活性酸素　九州大学医学部臨床検査医学講座　助教授　康　東天　先生　（2004/10/29）(遺伝子)

2. 光を用いた蛍光タンパク質の制御　理化学研究所脳科学総合研究センター　水野秀昭博士(2005/1/14) (遺伝子)

3. 分子構造解析ソフトMOEセミナー(第１回、２回)（2005/1/14）(遺伝子)

4. 質量分析装置を用いた特異的標識試薬によるタンパク質定量と複合体の機能解析への応用ABI（株）（2004/11/19）(遺伝子)

5. Q-Tofシリーズのご紹介とタンパク質解析への応用例ジャスコインターナショナル（株）（2004/11/19）(遺伝子)

6. 機能ゲノミクス・プロテオミクス研究におけるAgilent社の最新技術のご紹介アジレントテクノロジー／横河アナリティカルシステムズ（株）（2004/11/19）(遺伝子)

7. リアルタイムＰＣＲ定量の各研究方面への利用ロッシュ（株）（2004/11/19）(遺伝子)

8. Bio-Plexサスペンションアレイシステム微量検体における多数タンパク質の高感度同時測定日本バイオラッド　ラボラトリーズ（株）（2004/11/19）(遺伝子)

9. マイクロプレートを用いた先進のテクノロジー（株）パーキンエルマージャパン（2004/11/19）

10. FACS caliburシステム変更に伴う講習会 　（2005/3/24）(遺伝子)
11. リアルタイムPCRによるmRNAの定量講習会（2004/6/18）(遺伝子)　　　　　　
12. 蛍光マイクロプレートリーダーPerkin ElmerARVOsx使用法講習会　（2004/4/19）(遺伝子)
13. 「野田学園高校の山口大学での体験授業及び施設見学」野田学園高校（2004/8/10）（機器）

14. 「山口大学で学ぶ　山口大学機器分析実験施設・見学と講演」防府市少年少女発明クラブ（2004/10/23）（機器）

15. 平成16年度益田高等学校SSH事業[サイエンス・プログラム]「光をあやつる有機化合物の合成とレーザー分光測定」（2004/11/11）（機器）
16. オープンキャンパス（2004/8/9）（機器）
17. 「山口地区講演会」於山口大学大学会館(2004/9/28) （機器）
18. 出張講義「色で見る化学反応」於山口県立西京高等学校（2004/10/21）（機器）

19. サイエンスワールド「蛍光染料を合成し性質を調べる」於ニューメディアプラザ山口（2005/3/13）（機器）
20. 実験廃液の出し方の講習会　（吉田、常盤、小串地区）吉田地区廃棄物貯蔵施設利用説明会(排水)

21. アイソトープ分析施設利用講習会(2004/6/30)(2004/7/5) (RI分析)
· 2004年度センター職員の論文

1. Mizukami, Y., Sumimoto, H., and Takeshige, K., Induction of cytochrome CYP4F3A in all-trans-retinoic acid-treated HL60 cells, Biochem. Biophys. Res. Commun. 314, 104-109 (2004)

2. Yoneda, K., Iwamura, R., Kishi, H., Mizukami, Y., Mogami, K., Kobayashi, S., Identification of active metabolite of ticlopidine from rat in vitro metabolites, Brit. J. Pharmacol., 142(3),551-557 (2004) May 17

3. Mizukami, Y., Iwamatsu, A., Aki, T., Kimura, M, Nakamura, K., Nao, T., Ohkusa, T., Matsuzaki, T., Yoshida, K., Kobayashi, S., ERK1/2 regulates intracellular ATP levels through -enolase expression in cardiomyocytes exposed to ischemic hypoxia and reoxygenation, J. Biol. Chem., 279, 50120-50131 (2004) Nov., 26.
4. Noritaka Abe, Kentaro Nagamatsu, Kenji Tahara, Hiroyuki Fujii, Some Reactions of 3-Phenyl-8-triphenylphosphoimino-1-azaazulene. Heterocycles, 63(4), 809-818, (2004).
5. Noritaka Abe, Eri Hashimoto, Hiroyuki Fujii, Yoshiko Murakami, Shoji Tagashira, Akikazu Kakehi, Synthesis of 2-chloro-8-(2-pyridyl)-1-azaazulene and its metal complexes. Heterocycles, 63(10), 199-206, (2004).
6. Kentaro Nagamatsu, Hiroyuki Fujii, Noritaka Abe, Akikazu Kakehi, Reactions of 3-phenyl-8-triphenylphosphoimino-1-azaazulene with aryl isocyanate, aryl isothiocyanate, and carbon disulfide. Heterocycles, 64(1), 291-303, (2004).
7. T. Nakai, Y. Murakami, Y. Sasaki, I. Fujiwara, S. Tagashira；Ion-Pair Formation of a Copper(II)-Amine complex with an Anionic Surfactant and the Recovery of Copper(II) from Ammonia Medium by the Surfactant-Gel Extraction Method； Anal. Sci., 20, 235-237 (2004).

8. 山本圭一郎、中井隆行、村上良子、佐々木義明、田頭昭二*；　

陽イオン界面活性剤ゲル吸着法によるメッキ液中の6価クロムの回収；　分析化学、53(No.9)　997-1001　(2004)
9. N. Abe, E. Hshimoto, H. Fujii, Y. Murakami, S.Tagashira and A. Kakehi；　　Synthesis of 2-chloro-8-(2-pyridyl)-1-azaazulene and its metal complex；Heterocycles, 63(No.10),　2341-2348　(2004,10) 
10. T.Nakai, Y.Murakami, Y.Sasaki, and S.Tgashira；The ion-pair formation between dodecylsulfate and ammine-complex of copper(II),nickel(II),zinc(II),palladium(II) and platinum(II), and the extraction behavior of the ammine-complexes by using sodium dodecylsulfate；Talanta 66 (2005) 45-50
11. S. Tagashira, I. Fujiwara, Y. Murakami, S. Kubo and Y. Sasaki；Micellar extraction and spectrophotometric determination of nickel(II) as the dodecylxanthato complex in the anionic surfactant solution of sodiumu dodecylsulfate.；Solvent extraction research and development, Japan, in press(2005)

12. Raffaella De Maria, Martina Olivero, Selina Iussich, Munekazu Nakaichi, Tomoaki Murata, Bartolomeo Biolatti and Maria Flavia Di Renzo,Spontaneous feline mammary carcinoma is a model of HER2 overexpressing poor prognosis human breast cancer.,Cancer Research Vol.65, No.3, 907-912, (2005)

13. Mano, J., Hideg, E. and Asada, K. (2004) Ascorbate in thylakoid lumen functions as an alternative electron donor to photosystem II and photosystemI.Arch. Biochem. Biophys. 429: 71-80.
14. T. Murai,N. Sougawa, H. Kawashima, K. Yamaguchi, M. Miyasaka CD44-chondroitin sulfate interactions mediates leukocyte rolling under physiological flow conditions. Immunol. Letter 93: 163-170 (2004)
15. Mano, J., Nakahara, T., Torii, Y., Hirose, H., Miyakoshi, J. and Takimoto, K. Seed deterioration due to high humidity and high temperature is suppressed by extremely low frequency magnetic fields. Seed Sci. Technol. in press
· 編集後記　

　センター化されてから初めて総合科学実験センターのメールマガジンを発行することになりました。８施設が集まるとかなりの長さになり改めて総合科学実験センターの大きさを実感しました。これから日本は少子化の時代に入っていきます。今後、日本は衰退していくと考えている人が多いようですが、その一方でさらに発展していくと考える方もいらっしゃるようです。その根拠は人間の欲望にあると言われています。欲望は悪いことのようにとらえられがちですが、さらに良い研究成果を出したい、多くの暮らしに役立ちたいなど人間に欲がある限り必ず発展していくと考えられています。過剰な欲望は問題ですが、良い意味で欲を持ってセンターを発展させていければと思っています。

